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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 関税に関する従来の研究では部分均衡の寡占モデルでは関税が自国の厚生を高めることが知られている。ま
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た、伝統的な一般均衡論では自国、外国双方が関税を課す均衡が成立し自由貿易よりも厚生を低めることが知
られている。それに対して、池田では輸入関税は世界厚生を高める場合があることが示され、その成立に関し
て詳細な分析がなされておりその内容は高く評価できるであろう。関税を課すことに対して報復を回避するた
めの補償政策の検討が今後の課題である。 
 平成17年12月13日に開催された公聴会では、申請者の報告を受け、審査委員や研究科教員からいくつかの
問題点が指摘されたが、申請者の質問に対する応答も適切であった。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位に値するものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
